
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 23 年 6 月 11 日（土） 午後２時～午後４時

４ パネルディスカッション 

あの頃の、 
ヨコハマは･･･

会場：横浜市中央図書館ホール 

(６月 11 日開催分) 
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司会：黒岩 道子（横浜市中央図書館サービス課） 
エピソード朗読：菊池 真理（横浜市中央図書館サービス課） 

小林光政 
（こばやし みつまさ） 
 
出生    横浜市中区花咲町 

      昭和６年９月 18 日生まれ 

現住所   横浜市西区東ヶ丘 

略歴    本町小学校 

      神奈川県立工業高校建築科 

      中央大学第二商学部 

      小林紙工株式会社社長 

その他公職 横浜の観光を考える会会長 

      ＮＰＯ法人黄金町エリア 

マネジメントセンター理事長 

      その他 12 か所役職あり 

大久保文香 
（おおくぼ ふみか） 
 
出生   昭和 15 年生まれ 

  昭和 19 年、本牧に住む。 

     昭和 42 年、矢口台に引っ越す。 

略歴   横浜紅蘭女学校 

     横浜緑ヶ丘高校 

 関内の町作りに７年携わり、 

     その後野毛大道芸に携わる。 

嶋田昌子（しまだ まさこ） 
 

出生 昭和 15 年 横浜本牧生まれ 

略歴 県立平沼高等学校卒業 

   昭和 48 年に始めた家庭文庫をきっかけに地域活動に入る。 

   昭和 50 年代に入り、中区社会教育指導員を務める。 

   中区社会教育指導員時代のヨコハマ洋館探偵団を経て平成４年に横浜シティガイド協会を創設。

   （現在横浜シティガイド協会副会長） 

著述活動に『本牧のあゆみ』（本牧のあゆみ研究会/編、1986 年）がある。 

また、ケーブルシティ横浜で「ふるさと本牧」を 30 本制作。 

  

山崎洋子（やまざき ようこ） 

 

私と横浜の関わりは、中学生の頃です。京都府の宮津市という、日本海のそばに住んでいました。 

 当時、ハヤカワミステリーの大ファンだった私は、外国に憧れていました。当時は船で外国へ行く人が

多かったので、外国への窓口としての横浜にも強く憧れていました。中学二年の春、修学旅行で東京、横

浜に行きましたが、覚えているのは山下公園だけ。横浜に来た、という感動でいっぱいでした。その時、

大人になったら絶対、横浜に住もうと決心したのです。 

夢が叶って、いまは横浜の住人です。何度か引っ越しをしましたが、通算すると 38 年くらい横浜に住

んでることになります。江戸川乱歩賞をいただいて作家になりましたが、『花園の迷宮』というその作品

は横浜を舞台にしたものでした。 

 以来、幕末から現代に至るまで、さまざまな時代の横浜を、小説、ノンフィクション、舞台脚本、エッ

セイなどで書き続けています。 

パネラーより自己紹介 
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当日の様子 

○司会：それでは、お時間ですので横浜市立図書館創立 90 周年記念パネルディスカッション

「あの頃の、ヨコハマは…」を始めさせていただきます。本日はあまりお天気のよくない中、

御参加いただき、ありがとうございます。私は横浜市立図書館、中央図書館サービス課の黒岩

と申します。本日の御案内役を担当させていただきますので、どうぞよろしくお願いいたしま

す。(会場から拍手) 

本日のおおよその流れを御説明申し上げます。御承知のように、皆様からたくさんのエピソ

ードと写真を御提供いただきました。その御紹介の仕方といたしましては図書館の 90 周年記

念ということでございますので、90 年前から時代の流れに沿ってエピソードを御紹介申し上

げます。また、それにちなんだ話題をパネラーの皆様と会場の皆様からお話しいただくという

ように進めてまいりたいと思います。 

 パネルディスカッションといいますと、パネラーの方だけがお話しされるという印象が強い

かと思うのですけれども、今日はみんなで昔話をしましょうという「大昔話大会」というよう

な趣向でございますので、皆様もどうぞ積極的に御参加いただければありがたいと存じており

ます。 

 ここでなぜこのような会をもつことになったかということを、少しお時間をいただきまして

お話をさせていただきます。実は７、８年前頃でしょうか。本日パネラーとしてお招きしてお

ります山崎洋子さんから、大変に難しいお調べものの御依頼がございまして、書庫にもぐりこ

んでうんうんとうなっておりましたら、当時の古老というような地元の方たちが開港当時の様

子をお話しになりまして、それをガリ版で書き残したという本に出会いました。その本のこと

を山崎さんに「こんな本がありましたよ。」とお話ししたところ、山崎さんの方から、現代で

も昔を知っている人の話を聞いて残すことはとっても大切なことですよと。今、残しておかな

いとなくなってしまいますよ、というようなお話をいただきました。 

 人の思い出に残った横浜の記憶をどうにか後世に残していくということは、図書館にとって

も大きな役割だと思いますので、なるべく早くこういう機会を設けたいと思っていたのですが、

なかなかそういうチャンスがございませんでした。 

 特に先だって３月 11 日の大震災を経験して、何もかもなくなってしまった東北の、あの街

を見ると横浜の記憶を後世に残していかなくちゃいけないという、その思いを大変強くもちま

す。 

 横浜は御存知のように震災と戦災で大変大きな打撃を受けましたが、頑張って立ち直り、発

展してきました。その力の源を知ることにもなるのではないかなと思って期待しております。 

 本日ですが、御自分の見聞きしたことをお話しいただくという会でございますので、会場の

皆様にもマイクをお回しいたします。是非御参加いただきたいと思っております。まぁ、御自

分が見聞きしたことといいましても、お爺様とかお婆様からお聞きになったこと、そういうよ

うなことでもお話しいただければありが

たいと思います。ただ、そういう会でござ

いますので、こういう本にこんなふうに書

いてあった、というようなお話は、今日の

ところはちょっと御勘弁いただければあ

りがたいと思います。 

 さて、長話をして申しわけございません

でした。本日お招きいたしましたパネラー

の皆様を、御紹介申し上げます。まず、舞 

－9－



台の内側から御紹介申し上げます。山崎洋子さんです。 

○山崎：こんにちは。山崎洋子と申します。(会場から拍手)あの、パネラーの自己紹介という

一枚がありますけれども、これ、私だけ違う書き方をしてまして、ちゃんと履歴書みたいに書

くんだというのを知らなかったものですから、こう書いちゃったのですけどね。私だけ、生ま

れた年が出てません。隠したわけじゃないんです。ただ忘れただけで、昭和 22 年の生まれで

す。多分、この中では一番若いですね。ここにも、通算すると 38 年ぐらい横浜に住んでるっ

て書いてるんで、随分いろんなことを知ってるだろうと思われますよね。ですけれども実は今、

南区に住んでまして、この横浜の真ん中辺りに住んでからまだ、そんなに長くありません。そ

れからいろんなことに関わったり、横浜にいっぱい友達ができたりして、なじみ出してからま

だ 20 年と経ってないので多分、古い横浜のことは会場のみなさんの方がたくさん知ってらっ

しゃるんではないかと思います。今日はそれをいろいろと聞かせていただこうと思ってます。

よろしくお願いします。(会場から拍手) 

○司会：はい、次に小林光政様です。お願いいたします。 

○小林：みなさん、こんにちは、どうも。私はこの花咲町一丁目、叶家さんという紳士の酒場

があるのですが、その前で昭和６年に生まれました。戦時中は本町小学校に通いましたけれど

も、その後、反町にあります神奈川工業へ行きまして、あとは大学へ行ったのですけれども、

それからずっと家業を継いでおりまして、一時は、終戦直後にですね、野毛の露店のお手伝い

もさせていただいた。そういう経験もございますし、まぁ、その後、役割としては野毛地区街

づくり会の会長とかですね、振興組合の理事長とか。現在は黄金町地区のですね、特殊飲食店

の撲滅運動に参加をして、ＮＰＯ黄金町エリアマネジメントセンターの理事長というような役

割を今現在、やっているわけでございます。 

何しろ本を読むのがあまり好きではございませんので、自分の実体験したものをちょっとお

話しをさせていただこうと、こう思っております。どうぞよろしくお願いいたします。(会場

から拍手) 

○司会：はい、大久保文香様です。 

○大久保：皆様、こんにちは。大久保文香です。私は昭和 15 年、東京都豊島区雑司が谷に生

まれました。で、何故か４歳のときに横浜市中区本牧元町に疎開で引越してまいりました。そ

れからずっと横浜市の中区で育って、現在に至っております。私の思い出は本当に変遷のあっ

た本牧周辺。そして大人になってからの関内と野毛地区でございます。どうぞ皆様に教えてい

ただくことが、たくさんございますので、よろしくお願いいたします。 

(会場から拍手) 

○司会：はい、嶋田昌子様です。 

○嶋田：嶋田でございます。(「まぁーちゃん」と会場から声あり)恐ろしい掛け声をいただき

ました。歳を最初に申し上げないといけませんが、今日の自己紹介というところで、もうばら

してございます。1940 年生まれ、あるいは私と大久保さんの歳は、実は紀元 2600 年というこ

とでございます。お友達に紀子さん紀美子さん、そういう方々のお名前が、お分かりですよね。

紀元節の紀、こうしたものをとったお名前の方が多い年に生まれました。 

 今は横浜シティガイド協会を立ち上げて副会長をしておりますが、実は先ほど司会の黒岩さ

んの御紹介のところでちょっと一点、もう既に絡みたいと思っております。山崎洋子さんに開

港当時のいわゆる記録、これを、あの、手書きのガリ版刷りの本をお見せになったと。で、今

日は私の丁度自己紹介のところに『本牧のあゆみ』*という本が出ておりますが、ここに実は

それを使い、その後「ふるさと本牧」というビデオを 30 分、ケーブルシティで作りました。 
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絵葉書『大正十二年九月一日横浜市大震災惨状 正金銀行付近の惨状』

(1923-1940)（横浜市中央図書館所蔵） 

そのときに使った文章があの本にいっぱい入っているんですよ。 

開港当時、この横浜に、つまり私の場合はその本牧ですが、本牧に鳥取藩のいわゆるお

さむらいたちが二千数百人やってまいりました。当時の本牧の村人二千人強。つまり村人

よりももっと多いおさむらいが来て、彼らは黒船に驚くよりもサムライに驚いたというよ

うなことが出ております。そんなことを今日、いみじくも最初に御紹介いただいたので喜

んでおります。 

 実はその『本牧のあゆみ』を作るときにお世話になった方の御子息が今日、お見えなの

でおやっと思いながら、大変喜んでおります。どうぞよろしくお願いいたします。(会場

から拍手) 

○司会：ありがとうございました。それではいよいよエピソードの御紹介に入ってまいり

たいと思います。お手持ちに分厚い資料*をお渡ししてございます。お話の流れといたし

ましてエピソード一覧というのをご覧いただきますと、おおよそエピソードの内容につい

て、テーマごとに細かく分けさせていただいております。文書でお寄せいただいたものと、

私どもがお邪魔してお話をうかがったものとございます。お一人の方でいろいろなことを

お話ししていただいておりますが、ちょっと整理の都合上、分割してテーマごとに番号を

振らせていただいております。で、そのうしろにお一人ずつのお話の内容を付けさせてい

ただいておりますので、それぞれお読みいただけると楽しいかなと思っております。 

 また、いかんせん昔話、ご自分の記憶でお話しされたことですので、学術的に正しいか

どうかとか、史実上もどうも本と違うことを言ってるよ、みたいなことは散見されますけ

れども、まぁ、それはそれとして今日のところは聞き逃していただくということでよろし

くお願いいたします。いずれこの内容につきましては図書館で書き起こしまして冊子とい

たしますが、そのときに若干の歴史と、いわゆる史実との整合性というようなことでの注

意書きを付けさせていただきますので、今日のところはお気楽に、どうぞ御遠慮なくお話

しいただければと思います。 

 

関東大震災からの復興 
○司会：はい、それでは先ほど申し上げましたように、90 年前といいますと、やはり関東

大震災*でございます。ただ、関東大震災を経験した方というのは、今おいくつになられ

るのでしょうね、ちょっと計算がよく

できませんけれども。ということで御

身内の方から関東大震災の様子につい

てお聞きになっているお話をうかがう

ということで、とりあえず口火を切る

ということで小林さん、お話しいただ

けますか。 

○小林：本来ですと経験をされた方に

お話をいただくのが一番いいのですけ

れども、私は昭和６年生まれですので、

もう既に大震災後、７年も経って生ま

れたわけでございまして、実体験もな

ければ何もないわけでございますけれ

ども、ただ、７年目に生まれてまして、 

*『本牧のあゆみ』
（本牧のあゆみ
研究会／編、新本
牧地区開発促進
協議会事業部、
1986 刊） 
 
*分厚い資料 
当日配布資料を
指す。「６資料集」
(69～122頁)に収
録。 
 
*関東大震災 
1923(大正 12)年
９月１日11時 58
分、小田原付近を
震源とするマグ
ニチュード 7.9
の地震災害。神奈
川･東京･千葉･静
岡など広範囲で
震度５以上の揺
れがあった。全体
で死者・行方不明
者を合わせて 14
万２千人以上の
犠牲者を出した。
焼失家屋は 21 万
２千棟以上であ
った。 
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実際にものごころがついたのは昭和 10 年頃になりますので、その辺まで、この関東大

震災というのはいろんなところで、まだその傷痕が残ってたわけですね。まだバラッ

クのおうちも実は野毛地区には２、３軒あったわけで、近所の人は「未だにまだあの

うちはバラックだよ。」そんなことを言ってたことを思い出すわけでございますが、こ

の中でお手を挙げられて、もう生まれておられた方がお一人おられたようでございま

すが、そういう方に本当はお聞きすると一番いいんでしょうけれども、ただひとつ、

これは私が父から話を聞いたことなんですけれども、関東大震災でおそらく 80 パーセ

ント以上、90 パーセントといわれている人もいるんですが、その家屋の焼失があった

わけでございますが、それに対していち早く行政が動いてるんですね。当時は渡辺市

長*だったわけでございますけれども、震災が起きて２週間後にですね、もう中央政府

に嘆願をしているんですね。このままいけばおそらく東京を中心にですね、復興をさ

れてしまうだろう。横浜はのけものになるであろうということを察知をいたしまして、

もう２週間後にはですね、時の内相に御目通りをしてですね、陳情したと、こういう

ことでございまして、その大臣というのが後藤新平*さんでございます。 

 この後藤新平さんは大変いろいろな街づくりに貢献をしてきて、そういう経験があ

ったわけでございまして、このときにその部下をいち早く横浜に派遣をして、横浜と

東京は全くイコールの状態で復興させると、こういうお墨付きをいただいたと、こう

いうことは父から私は聞いたわけでございます。このことがですね、現在の横浜にも

繋がっているわけでございまして、私は一番大事なところをやはり父がきちっと教え

てくれたなということで実感をもっております。 

 その後、地元で、これはまぁ、皆さんからお聞きしたことですけれども、原三溪*

さんが復興の会、これは嶋田さん、復興会*というんでしょうか。 

○嶋田：いわゆる復興にかかる財界人のまとめ役でございますよね。 

○小林：そういう民間でそういう団体を作ってですね、復興を、どうしたら復興がい

ち早くできるだろう。どういうものが必要なのかということをですね、おそらく街づ

くり、鉄道から橋から道路、それから区画整理もですね、おそらくその中で話題が出

たんだろうと思います。幸いなことに昭和元年にはですね、その会は解散をしてるん

ですね。といいますのは大変に復興が早かったんだろうと、こう思います。 

 そのとき忘れてならないのがアメリカからのですね、大変な支援があったと聞いて

おります。アメリカにお金を借りたということですね。勿論無償の援助もあったよう

ですけれども、大変な恩を受けているわけです。 

 例えばここら辺にあります橋ですね。あの大江橋や弁天橋(地図②Ｃ－１、２参照)、

これらの橋についてはですね、だいたい昭和の３年か４年頃に作られておりますし、

現在のこの桜木・平戸線なんていう通りもですね、そのときの区画整理で延長されま

した。それまでの大正時代、震災まではこの平戸線、桜木・平戸線はですね、黄金町、

初音町のところで止まってるんですね。あそこまでしかなかったんです。その通りを

拡張してますし、それからこの野毛山から日ノ出町までの図書館の下の通りなんです

が、これもなかったわけでございまして、戸部の方からきた道はそのまま野毛坂に降

りて吉田町の方に行ったということでございまして、そういう区画整理をしてますけ

ど、そういう恩恵を我々は受けているわけでございます。 

 またその後、第二次大戦というですね、大変な問題が起きるわけでございますけれ

ども、それはまず置いといて、とにかくアメリカから支援をいただいた。それと渡辺 

*渡辺市長 
渡辺勝三郎。就任
期間は、1922（大
正 11）年 11 月 29
日～1925（大正
14）年４月 10 日。
 
*後藤新平 
(1857～1929) 
関東大震災の直
後に組閣された
第２次山本内閣
では、内相兼帝都
復興院総裁とし
て震災復興計画
を立案した。 
 
 
 
 
 
*原三渓 
(1868～1939)  
本名は、原富太
郎。三渓は号。横
浜の生糸貿易が
生んだ豪商。才能
ある画家たちの
パトロンとなり
世に送り出した。
三渓園（中区本
牧）は、国内各地
から多くの建物
を移築、造成し、
1906(明治 39)年
に一般公開され
た。 
 
*横浜市復興会 
1923(大正12)年、
原三渓が会長に
就任。党派を超え
て県会も市会も
協力一致し、横浜
の復興に向けて
毎日各方面から
出される問題を
解 決 し 、 大 正
15(昭和元）年に
解散した。 
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絵葉書『（横浜大名所）震災記念館』 

（1923-1940）(横浜市中央図書館所蔵) 

市長がですね、急きょ２週間以内にやはり中央政府に嘆願した。こういうことはやはり

次の世代にきちっと伝えておかなきゃいけないことかなぁと、そんな具合に思っており

ます。 

 それからもうひとつ震災のことに関連してですね、横浜に震災記念館*があったという

ことは皆さん、御存知でございましょうか？御存知の方、ちょっとお手を挙げていただ

ければと思います。あぁ、ありがとうございます。あの老松会館という結婚式場を御存

知の方は手を挙げていただけますか。あぁ、多いですね。あの老松会館の前身は、あの

建物そのものがこの震災記念

館であったわけでございまし

て、私は父が、図書館へ行って

遊んでこいと、本でも読んで時

間をつぶせと言われたんです

けれども、本を読むのは好きで

はございませんでしたので、つ

い隣の震災記念館に行ってで

すね、ジオラマ、入りますとす

ぐジオラマがあったんですね。

震災で横浜が燃えている、この

中心街が燃えているその模型

が実はドーンと構えてありまし

た。その前でおそらく２、30 分いつも見てですね、そのときの思いを何となく頭に焼き

付けてあるのでございますね。今、こういう本がおそらく図書館にはあると思いますけ

れども、是非ご覧をいただいて、まぁ、見たら面白いかなぁと思いますし、やはりこの

震災というのは忘れた頃にやってくるということでございまして、今回の３月 11 日の大

震災もですね、やはり何か残してですね、皆さんの心の中にずっと伝えて、時代から時

代へ伝えていかなきゃいけないんじゃないかと。 

そんなことでちょっと震災記念館のお話もしました。外側には焼けた市電の無残な姿

をしたものも飾ってありましたし、まぁ、そういうことで私は大変この図書館よりもど

ちらかというと震災記念館の方に、記憶が鮮明に残っているということでございます。

以上でございます。 

○司会：ありがとうございます。私、先ほど見落としてしまいました。関東大震災でお

手を挙げた方、もう一度お手を挙げていただけますか。どうぞ。マイクが行きます。 

○女性：すいません、父が３歳で関東大震災を経験していて、結構しっかり覚えており

ますので。(マイクを隣に渡す) 

○男性(女性の父親)：私が関東大震災、体験したのは３歳４か月ぐらい。場所は野毛山

のお不動様*から大神宮様へ行く、あの曲がり角で高い石垣がある場所があります。私は

父親に連れられて行きましてね、その石垣の曲がり角の手前でもって父親が誰かと話し

てたんですね、立ち話してた。何ですか急に父親に抱き上げられて、自分では何が何だ

かわかりませんでした。これが最初の揺れだったらしいんですね。それであの、今、こ

っち一角が事務所になってますけど、当時お不動様の建築工事ですかねぇ、材料置場が

あった。そこへ一時避難させてもらいまして、今、お不動さんの前に「海員悼逝之碑」

って高い、石でもって塔のようなものが建ててあります。あれが根元から崖の方へ向か 

*震災記念館 
(地図②Ｂ-２) 
(1924～1945) 
関東大震災の

教訓を後世に伝
えるために開設
された博物館。当
初は中区北仲通
（現横浜第二合
同庁舎立地場所）
に建設されたが、
２度目の移転で
現在の老松町に、
当時の横浜市図
書館別館として
建設された。 
1942(昭和 17)

年、震災記念館を
改装した横浜市
市民博物館が開
館。 
1951(昭和 26)

年に横浜市立大
学経済研究所、
1954(昭和29) 年
には横浜市市史
編集室が入居し
た。 
1964(昭和 39)

年には結婚式場
「老松会館」とし
て生まれ変わる。
1993(平成５)年、
坂の上に新築さ
れ場所を変えて
開業。その後1994
（平成６)年に旧
老松会館は解体
される。 
老松会館はその
後休業するが、施
設を転用して 
2007(平成 19)年
「急な坂スタジ
オ」が開業。舞台
芸術を中心とし
た芸術活動の拠
点として、スタジ
オ貸出などを行
っている。 
 
*お不動様 
(地図②Ｂ-２) 
野毛山不動尊延
命院を指す。海員
悼逝之碑が、関東
大震災で倒壊し
たとの発言があ
るが、資料による
確認はできず。 
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*ホテルニューグランド(地図①Ｄ-１) 

(絵葉書『山下公園及ホテルニューグランド』より) 

(1923-1940)(横浜市中央図書館所蔵) 1927(昭和２)年に
誕生。かつて近くにあった「グランド・ホテル」にち
なんで名付けられた。 

 

*野毛山不動尊（絵葉書『(大横浜名所) 野毛

山不動尊』より）(1923-1940)(横浜市中央図書

館所蔵)右手に「海員悼逝之碑」が見える。 

って折れてね。中は空洞ですからね、

その空洞の中で避難して生活してい

た人たちの姿も見た記憶があります。

まぁ、今となってはねぇ、あの大震

災を体験したって、ほんと、話し手

も少ないんじゃないかと思いますけ

どね。でも子ども心にもあの恐ろし

い体験というのは身に染みてますか

らね、その場所へ行けば今でもね、お

話しすることができると思います。 

○女性：ちょっと補足させてください。 

○司会：はい、どうぞ。 

○女性：あと父から聞いた話なんですけれども、大神宮*さんのところが延焼しないよ

うにというので、みんなで力をあわせて壊したという話は聞いたことはあるんですが、

父の話ですと暴れ馬や暴れ牛に綱を付けて、それに引かせて社殿を壊したそうです。

それで延焼を防いだということです。そんな話も聞きました。 

○男性：今の話に補足するようですけれども、とりあえず大神宮さんの境内へ避難し

たんですね、あの高台へ。結構大勢の人に囲まれたと思います。そのうちにですね、

戸部の方に火の手が上がって、その火の粉でもって大神宮さんのね、正面にある拝殿、

あれに火が入ったら避難している人がみんな焼け死んでしまうと。その拝殿を壊そう

ということになったらしいんですね。それで人の力ではあの拝殿、壊せませんので、

丁度火に追われて暴れ馬が来たんで、その暴れ馬を捕まえてね、何で縛ったか知らな

いけどね、柱へ縛り付けてね。暴れ馬の尻を叩いて、暴れ馬の力でもって、あの拝殿

を倒して火の気をよけたと。幼い心にそんな記憶があります。 

○司会：ありがとうございました。震災の話ですとやっぱりどうしても山下公園*とか、

あの港の辺りの話をちょっと山崎さんからしていただけますか。 

○山崎：はい、私は体験したわけではないんですけれども、この自己紹介のところに

書いておりますけど、私が初めて見た横浜は、中学２年の修学旅行で来た横浜なんで

すね。関西で生まれ育ちましたから。で、東京、横浜と行ったのに、そのときに行っ

たその山下公園だけをもうありありと覚えてます。で、

絶対私は大人になったら横浜に住むんだと、その時に

決めたんですね。ただ、その山下公園がその震災によ

ってできた公園だということを知るのはずっとあと

になってからです。 

 今もテレビで毎日のようにあのがれきの山を見ま

すけれども、あのがれきが有害物質や何かを含んだ建

材があるからいろんなところに捨てられないそうで

すけども、その当時はあまり有害物質を含んだ建材は

なかったんでしょうね。あの山下公園のところは海だ

ったそうですけれど、そこへそういったがれきをうず

めて、そしてできた公園が山下公園なんだそうです、

多分そのくらいのことは皆さん御存知でしょうけれ 

 
*大神宮 
(地図②Ｂ-１) 
伊勢山皇大神宮
を指す。1871(明
治４)年に住民の
寄進によって社
殿などが竣工。発
言では「社殿」「拝
殿」とあるが、延
焼を防ぐために
壊したのは「神楽
殿」。なお、「社殿」
「拝殿」は震災後
の火事で焼失し
た。 
 
 
*山下公園 
(地図①Ｄ-１) 
横浜市中区にあ
る横浜で最も有
名な臨海公園。関
東大震災の復興
事業として瓦礫
の投棄場所に指
定された山下町
地先を整備し、 
1930(昭和５)年
３月に開園した。
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ども、これが日本初の臨海公園なんだそうですね。 

 で、山下公園の前に建ってる、あのホテルニューグランド*というのも震災がきっかけ

ですよね。それまで横浜には開港以来、外国商館だとか領事館だとかたくさんありまし

たから、外国人がたくさん住んでたし、また、外国からやって来た人たちが泊まるホテ

ルがたくさんありました。今はもうあまり名前が残ってないホテルもいろいろあったん

ですね。中で一番有名だったのがグランドホテルってのがありまして、今のあの山下公

園前のあの通りをかなり元町側へ行った方ですよね。そっちの方にグランドホテルとい

う素晴らしいホテルがありまして、泊まるのはほとんど外国人でしたけど、それも関東

大震災で崩れてしまいました。 

で、横浜にはその外国人用ホテルってのがなくなったんですけど、このままではもう

さっきのお話じゃないですけど全部、商館から何から全部東京に取られてしまう。横浜

はだめになってしまう。とにかく外国人用ホテルを復興のシンボルとして建てようじゃ

ないかというので、官民一体となって建てられたのが今のホテルニューグランドです。

ですからその前のグランドホテルっていうのはイギリス人が経営者だったそうですけれ

ども、それとは全然関係ないんですね、ホテルニューグランドというのは。横浜市とそ

れから民間が一緒になって建てたホテルで、今もお家賃といいますかね、横浜市に払っ

てるんだそうですよ。あそこが復興のシンボルでした、山下公園とホテルニューグラン

ドというのが。 

○司会：それから、復興小学校*についてのエピソードを、寄せられた方がいらっしゃい

ます。(「石川小学校*スロープ階段写真」*映写)今、スクリーンにお見せするのは復興

小学校の中のひとつ、31 校あったんですけど、そのうちの石川小学校のスロープ階段で

ございます。復興小学校は、やはり木造だった学校が全部つぶれましたので、鉄筋で全

部作りなおしまして、その中に避難用のスロープなんですかね、嶋田さん。あの、駆け

ずり回ったという噂話は聞いておりますけれども。 

○嶋田：何か遂に古老の中に入れられてしまったような気がしますけれども、私はあの

石川小学校ではなくて間門小学校*のスロープを覚えてます。この中にもたくさんね、覚

えてる方、いらっしゃいますよね。あれ、上からね、駆け降りるんですよ。それから、

滑り降りるのはなかなか難しい、非常に緩やかなので。で、駆けるときに両手をぱぁー

っと横にひらげてね、ぱぁーっーーって駆けてって、スロープのカーブをぶつからない

ように回って、また下の方に駆けてくってのは子どもたちに流行った(はやった)遊びで

した。 

 あの、それでよくご覧いただくとあそこのところが木の寄木(よせぎ)になっていたと思

うのですが、覚えていらっしゃる方、おいでではない。あぁ、大久保さんも間門。 

○大久保：私は間門小学校ではないんですが、兄弟が間門小学校に通って(かよって)おり

まして、その関係で覚えております。この写真は石川小学校ですか？間門小学校と同じ

ように見受けられますね。あの、非常に大きい緩やかな造りだったと思います。そして

何か間門小学校には市内から体の弱い生徒さんが集められて、海岸のいい空気を吸って、

小学校生活を楽しんだというような記憶もございますが、何かとても懐かしい、アール･

デコというんですか、ああいう建物はね。そんな雰囲気ですね。 

○嶋田：実は間門小学校に入学したときに言われたのは、臨海学級ってのがあるんだよ

ということでした。つまり、いわゆる今でいうと保健師さんみたいな方がいて、震災で

体を弱くした子どもたちを、そこの学級で体を強くして、というようなことを言われて 

*復興小学校 
関東大震災後に
復興事業の一環
として建築され
た一連の小学校
の総称。横浜では
昭和５年４月ま
でに 31 校の復興
が図られた。災害
時の避難のしや
すさを考慮して
スロープ階段を
採用した点は、横
浜市独自のもの
だった。 
 
*石川小学校 
（地図①Ｂ-３）
1872(明治６)年
創立。復興小学校
としての竣功は
1928(昭和３)年。
1984(昭和 59)年
に解体撤去され
建替えられた。 
 
*スロープ写真 
『昭和を生き抜
いた学舎』（横浜
市建築局学校建
設課、横浜市教育
委員会施設課、
1985 年刊）掲載
写真より。 
 
 
*間門小学校 
（横浜市中区） 
1929(昭和４)年
創立。新築工事が
1979(昭和 54)年
に着手され、解体
された。 
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いました。で、私の兄たちの時代は授業の前にまず窓を開ける。どのくらい窓を開け

るか、それも決められていたと。それから肝油を飲まされたとか。そんなお話がきっ

と復興小学校のエピソードとしていろいろ、会場の方からうかがえたらなと思います。 

○司会：もう復興小学校ぐらいになると経験者の方、何人かいらっしゃると思います

が。はい、どうぞ。 

○男性：復興小学校はですね私、二つ経験があるんですけれど、この近くですと今、

西中学校になっている西戸部小学校*。それからあとは、西前小学校。あそこが両方復

興小学校だったんですね。私がこの辺の生まれで、自分の学校が戦争で焼けまして。

で、低学年のときに西前小学校に少し在学したことがあるんですね。非常にこうスマ

ートな建物で、男の子は、スロープの手すりを飛び越えてね、下に降りるんですよ、

みんな。それでね、よく怒られたのを覚えてまして、また、中学校は今度は私は西中

学校に進学しましたら、あそこはやっぱり復興小学校だったんですね。西中学校の建

物はかなり古くまで残ってたと思います。30 年代くらいまで旧校舎でしたから。市大

の医学部のそばにある学校*も残っていましたし、東京では明石小学校ってのが残って

て、存続問題が起きてるんですけどね。横浜でも、やっぱりひとつくらい残ってると

面白いと思います。非常にモダンな学校だったんですね。で、御存知のように、あの

大震災のあとにできたこういう公共の建物って丈夫なんですよ。例えばこの辺ですと

ね、国大の経済学部がありました高等商業*。それから嶋田さんは、私の弟と同級生ら

しいんだけど、あの平沼高等学校*もね、ものすごく丈夫にできてまして、壊すのに大

変だったってのを聞いてます。だから当時の建物は結構いい建物があったんですね。

さっき小林さんがおっしゃいました震災記念館って、そのあと横浜市の経済研究所に

なってましたよね。そこなんかも非常にいい建物だったんですけど、壊すのが好きな

人が多いので、みんな壊しちゃってもったいないと思ってます。そんなところです。 

○司会：はい、ありがとうございます。このあたり、何か話したい方、いらっしゃい

ますか。はい、どうぞ。 

○女性：母から聞いた祖父の経験した震災のときの様子なんですけれども、うちの祖

父は青森から出てきまして、大工をやっておりまして、日ノ出町の、末吉町の方に構

えていたわけです。震災に遭ったときに、ちょっと東京かどうか場所は忘れたんです

が、知り合いの人の安否が気になって夜、歩いてそこの様子を見に行こうとしたとこ

ろ、朝鮮の方が水に毒を入れたとかというデマが広められていて、いろいろ要所要所、

関所のように日本の方が立っておられて、槍みたいな何かそういうのを持って、何か

言わせられたらしいんですね。それで朝鮮の方だとはっきり「し」とか「ず」とかの

言葉が明瞭に言えないからっていうので、その答えによって日本人か朝鮮人かってい

う、あの、非常に乱暴なことをしたそうなんです。東北の出ですから、ズーズー弁っ

て、はっきり言えないんですよね、言葉が。それで何度言ってもそこのところが濁っ

ちゃってうまくいかなくて、お前は朝鮮人だろうってことで、本当に刺されて死ぬ寸

前だったという。だけれどもまぁ、どうにかわかってもらえてそこを通って親類の安

否を尋ねに行ったということで、そういうときになると本当に怖いんだよって話を、

小さいときに聞きましたので、そういうことで朝鮮の方も亡くなられた方も多いと思

うんですが、日本人でもそういう嫌疑をかけられて怖い思いをしたということを、ち

ょっと思い出しましたので。 

 

*西戸部小学校 
（横浜市中区） 
1905(明治 38)年
創立。1947(昭和
22)年新学制によ
り、西前小学校に
統合され、校舎は
西中学校校舎と
して転用された。
1982(昭和 57)年
１月解体工事が
着手され、新校舎
に建替えられた。
 
*市大の医学部の
そばにある学校 
南区浦舟町に残
っていた旧三吉
小学校のこと。
1947(昭和 22)年
に南吉田小学校
へ統合され廃校
になった後、横浜
市大医学部校舎
として使われて
いたが、2010(平
成22)年に解体さ
れた。 
 
*高等商業学校 
商業に関する専
門教育を施した
旧制の実業専門
学校。横浜高等商
業学校は学制改
革を受け、現在は
横浜国立大学と
なっている。 
 
*平沼高等学校 
(西区岡野) 
1900(明治 33)年
神奈川高等女学
校として設置。
1950(昭和 25)年
神奈川県立横浜
平沼高等学校と
改称され、男女共
学となった。 
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野毛山公園（絵葉書『野毛山公園より関内方面を望む』より）

（1923-1940）(横浜市中央図書館所蔵) 

植え込み越しに、横浜市図書館と震災記念館の屋根が見える。 

野毛山公園プール(1968(昭和 43)年７月撮影)（横浜市史資料室提供） 

野毛山公園と復興記念大博覧会 
○司会：ありがとうございます。

震災ってとっても大きいお話

で、深刻な話だったんですが、

突然話題が飛びまして昭和４

年に誕生した野毛山公園*プー

ル*について、エピソードがい

くつか寄せられております。た

だ寄せられたエピソードには、

50 メートルプールとか飛び込

み台とかありまして、これはど

うも戦後の様子ではないかな

ぁと思うんですが、まぁ、昭和

４年にあの公園プールができましたということをきっかけにして、ここでちょっとエピ

ソードを御紹介申し上げます。 

○エピソード朗読：「野毛山にはプールがあって、50 メートルもあるプールで、周りがコ

ロッセオみたいになっているんだけど、そこでプロレスの興行とかもやってたなぁ。遠

藤幸吉*っていう力道山*のパートナー

の事務所が近くにあって、遠藤幸吉もそ

こで興業をやってたなぁ。そのプールが

大会とかにも使えるような立派なプー

ルだったんだけど、叶家のもう亡くなっ

た御主人がそのプールで泳いだことが

あるって自慢げに言ってたな。」 

 次のエピソードです。「野毛山のプー

ルには 10 メートルの飛び込み台があっ

た。子どもは一番上の台からの飛び込み

は禁止されていたが、競って高いところ

から飛び込んで遊んだ。」 

 次のエピソードです。「野毛山公園の

プールには主人が息子を連れて行っていた。水泳大会のアナウンスが聞こえてくると夏

が来たと感じた。」 

○司会：うっかりしてましたねぇ。遠藤幸吉、力道山といえば昭和 30 年代ですよね。私

も見た覚えがあります。今の野毛山を見るとプールがあったということは思い出すこと

もできないんですが、この野毛山のプールで泳いだよっていう方、いらっしゃいます？

あぁ、随分いらっしゃいますね。お話を聞かせていただける方、いらっしゃいますか。 

○男性：これはですね、突然できたのではなくて、昭和 30(1955)年だったと思うんです

が、神奈川県で国体*があったんですね。その時に神奈川県に競泳用の本格的なものがな

かったものですから、その時にできたはずです。まあどこでもそうですけど、横浜を中

心に神奈川県のいろいろなところで体育施設がですね、結構新しいものができたんです

ね。そのときにあそこが本格的な競泳用のプール、更に飛び込みもやらなきゃいけない

っていうので、あの改造が行われたはずだと思います。そのために横浜市内でいろい 

*野毛山公園 
(地図②Ａ-２) 
1926(大正 15)年
に一般公開。昭和
４年に復興記念
祝賀会が開かれ
た。 
 
*野毛山プール 
(地図②Ａ-３)
は、1949(昭和24)
年に市営プール
として開場。昭和
４年の発言は誤
り。９月に開催さ
れた第４回国体
の水上大会の会
場となった。当時
世界新記録を連
発し「フジヤマの
トビウオ」と呼ば
れた古橋選手も
出場した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
*遠藤幸吉 
（1926～） 
力道山とともに
日本プロレスを
創設。 
 
*力道山 
（1924～1963） 
大相撲の力士出
身。1951(昭和26)
年にプロレスラ
ーに転向。「空手
チョップ」で少年
ファンの人気を
集め、プロレスブ
ームを起こした。
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『復興記念横浜大博覧会鳥瞰図』(1935(昭和 10)年)（横浜市史資料室提供）海側に「生鯨館」の表示が見える。 

ろな施設ができたので。私も覚えていませんけどあそこは多分そうだと思います。 

○司会：ありがとうございます。壊すのが好きな人が多いと、先ほど御発言がありま

したけれど、あのプールも 2009(平成 21)年６月に壊されてしまって、今はもうありま

せん。先ほどちょっと震災記念館のお話がありましたけれども、昭和も 10 年ぐらいに

なりますと相当復興が進んでまいりまして、昭和 10(1935)年に復興記念横浜大博覧会

*っていうのが開催されました。これにいらしたという方、いらっしゃいますか。じゃ

ああちらの方、お話をお願いします。 

○男性：私一人しかいないんですかね。あの、確か私が小学校の頃だと思いますが、

山下公園でございました。アメリカのサーカスが来たり、それから今の沈床(ちんしょ

う)花壇になっているところに鯨が入ったんですね。すぐ死んじゃったんですけれども、

そういう思い出がございます。とにかくいろんな資料がいっぱい出てますよね。あの

当時の入場券だとか地図だとか出てますので、ご記憶のある方も、本当に私一人しか

いないんですかね。歳がわかっちゃいますね、あれ、何年でしたっけ、昭和、昭和 10

年。私が小学校２、３年の頃ですね。 

○司会：ありがとうございます。じゃあ一番そちらの。お願いします。 

○男性：私は岡野と申します。昭和４年生まれでして、今、鯨の話が出ましたけれど

も、実は私もおぼろげながらにそういうことを記憶をしていたので、人に話しますと

「いやぁー、そんなこと聞いたことがないよ」と、誰も信じてくれなかったので、今

まで黙っていたんですが、今のお話を聞きまして「やっぱり来たんだな」ということ

を確認しました。昭和４年といいますと横浜公園*ができたのも昭和４年の３月。で、

私が生まれたのが昭和４年３月なので、丁度私が生まれた月に横浜公園ができたとい

うことを思い出しました。 

 
 
 

 
 

*昭和 30 年の国体
1955(昭和 30)年
に第 10 回国民体
育大会が神奈川
県で開催された。
開催期間は、夏季
大会９月 22 日～
26 日。秋季大会
10月30日～11月
３日であった。な
お水泳競技は鎌
倉市営プールで
行われた。 
 
*復興記念横浜大
博覧会 
1935(昭和 10)年
３月～５月に、山
下公園内で開催
された。その一画
の「生鯨館」で鯨
が泳いだ。 
 
*横浜公園 
(地図①Ｃ-２) 
1876(明治９)年
に開園。1929(昭
和４)年３月に関
東大震災後の復
興工事が終了し
た。 
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『商売繁栄双六』（伊勢佐木の商店をマス目にした双六）(1960(昭和 35)年頃発行)(市民の方の御提供写真より) 

伊勢佐木町の賑わい 
○司会：はい、ありがとうございます。これがまだ第二次大戦の前の丁度、こう盛り上がる

ところでございまして、なかなか楽しい街の様子が見えてくるんじゃないかと思うんですが、

ここでちょっと柔らかいお話を少しさせていただきます。皆さんの中から映画館のお話です

とか野澤屋さんのお話ですとかいろいろ、伊勢佐木町辺りのお話をいただいております。 

 当時の伊勢佐木町の様子、スクリーンに出ますか。(伊勢佐木町の双六を映写)これ伊勢佐木

町の双六になっております。伊勢佐木町のお店屋さんの双六になっているという大変貴重な

ものでございますので、どうぞご覧になってみてください。伊勢佐木町のその辺りの盛況ぶ

りを、覚えていますか、嶋田さん。 

○嶋田：本来なら小林さんにいくはずだと思うんですが。えー、いわゆる盛り場というと女

社会ということで、言っておきますけど大久保さんと１か月違いのお姉さんだけでございま

すので、お隣にも回したいなと思っております。私、伊勢佐木町っていうと実は私の記憶で

は昭和 20 年代以降の記憶なんですね。親に連れられて買物に行く。子どもにとっては買物は

あまり面白くないわけで、ただついて行く。ただし終わったらデパートでアイスクリームを

食べさせてもらえる。アイスクリームを食べるの、不二家(地図②Ｃ－３)かなと思うんですが、

不二家が接収されているんで、この辺がね、曖昧なんですけれども。はい、伊勢佐木町でア

イスクリームを食べた方、是非この辺を御助言いただきたいと思います。 

 子どもにとって、盛り場っていう言葉でピンとくるのが伊勢佐木町。そういう中で最後の

御馳走のアイスクリームがとっても楽しかったものですから、どなたか教えてください。会

場で是非、どなたかご記憶ないですか。 
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*商工奨励館（絵葉書『商工奨励館の全景（日本大通り）』

より）（1923－1940）(横浜市中央図書館所蔵)  

1929(昭和４)年、関東大震災後に沈滞していた横浜経済の

活性化の拠点として、輸出品のサンプルの展示施設として

開設された。 

絵葉書『伊勢佐木町通り』（1923－1940） 

(横浜市中央図書館所蔵) 

○司会：伊勢佐木町のアイスクリームの話ということで。 

○男性：アイスクリームの話じゃないですけれど、双六の中の一番上の左から三番目、逆さま

になっておりますけれども、岡野乾物店(地図②Ｂ－４)っていうのは私の親父が始めた、創業

したところのお店なんです、はい。この双六の実物があったんですが、うちのおふくろが誰か

に貸して、なくなってまして、写真だけが残っておりましたので、で、先日こちらへおうかが

いしたときにこの写真をお出ししたんです。 

○司会：そうですね、これ、もうちょっと拡大したりして詳細に見ると、ものすごく面白いん

だろうなと思います。すいません、もうちょっと拡大した画面を用意すればよかったですね。

申しわけなかったです。商売繁栄、あぁ、本当だ、商売繁栄双六って、一番上に薄く見えます

ね。右からですね、商売繁栄双六。それで、東京日日(にちにち)新聞ですね。曙町出張所が作

ったんですかね。それで皆さんのところへお配りになったんでしょうかねぇ。これは本当に貴

重なものですねぇ。ありがとうございます。 

 じゃあ小林さんばかり申し訳ないんですけど、伊勢佐木町のお話をもう少ししていただきた

いので、少しいいですか。 

○小林：それではあの、先ほど会場の方が復興記念横浜大博覧会の話をされましたが、実は父

がそのときにですね、輸出品の一部を作っておりまして、出品をしたんですね。それで私も父

に連れられて会場へ行ってますけれども、山下公園の会場はちょっと覚えがありません。です

から鯨についてはどうだったかわかりませんけれども、そのあと、父から鯨が確かに泳いだと

いうことは聞いております。で、その後、そのあとは

プールみたいになっておりまして、今はどうでしょう

か、バラが咲いているようなところですよね、そうで

すね。あそこがちょっと一段低くなってまして、プー

ルみたいになってたわけです。 

 で、私が行きましたのは商工奨励館*でございます。

今は情報文化センター(地図①Ｃ－１)になってます

けど、日本大通りの角ですね。そこの建物が後に商工

会議所になるわけですけれども、その建物の中で、私

の記憶に鮮明なのは入口に丸い地球儀、地球儀の大き

い半円形のですね。地球が回っているんですね。そん

なことを記憶してますし、それと父と話を、電話で話

し合いをしました。当時の最新型の電話でございまし

て、取るとすぐ通話ができた。今は当り前のことなん

ですけども、通話ができた。その昔はまだ電池、磁石

を、こう回してかけていたんですけど、取ってすぐか

けられる電話があって、それで父と会話をしたことが

ありました。その程度の覚えしかないんですね。確か

四つか五つの頃ですので、そのぐらいのことは覚えて

おりました。 

 伊勢佐木町でございますけれども、その当時の伊勢

佐木町というのは、私の記憶では人の足のところしか

見えなかったんですね、小さかったですから。とにかく

人の足の踏み場もないぐらい混んでいて、女性の服、洋 
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服や、お父さんたちの羽織ですかね、そんなのが頭や顔のあたりについたりする、その

ぐらい混雑してたんですね。土曜日は皆さん、あの当時は休みじゃなかったですね。お

そらく祭日、日曜日におそらく連れて行ってもらったときに、まぁ、そんなことを感じ

ました。それでよく帽子を買っていただいたことも覚えております。今、帽子屋さん、

なくなっちゃったんですけどね。 

 それでこの中で、(19 頁「商売繁栄双六」参照)私がやはり一番下のですね、一番左側

に奈良屋さん、これは今、馬車道にお菓子屋さんと一緒に２軒並んでいますけれども、

和菓子屋さんと奈良屋さん、未だに立派に御商売をされておられますし、一番上の上段

のですね、右側の佐藤印刷さん、これは戸部の角にあります佐藤印刷さん。大変立派に

御商売をされておりますし、有隣堂*は勿論、皆さんおわかりでございましょうし、それ

からどうでしょうか、稲垣さん*っていうのがありましたですね。稲垣さんは今、横浜の

野毛大通り、野毛の本通りで化学製品、化学薬品等を含めて御商売をされておられます。 

 あとは塩田菓子店さんですね、それは私、記憶があります。私がもうちょっと大きく

なってから塩田さんにはとりわけお菓子を買いに行った。吉田町だったと思いますね。

そんなことを記憶しております。 

 

真金町遊郭、港崎遊郭 
○司会：せっかく山崎さんがいらしてるので、ちょっと伊勢佐木の話で私の方から無茶

振りしていいでしょうか？本を読みますと、盛り場には付きもののものがあるかなと思

うので、その話をちょっとしていただけますかしら。 
○山崎：そうですね、盛り場に付きものといえば遊郭ですね。風俗街じゃないですよ、

遊郭って呼ばれてた頃ですけれど、この横浜の遊郭こそ私を横浜に導いてくれたもので

す。今、私、独り身なんですけど、夫がおりまして、もう十数年前に亡くなりました。

私より 18 歳も上で昭和４年生まれでした。だから小林さんより上ですよね。その夫が横

浜生まれの横浜育ちだったんですね。で、昔のその私の知らない横浜の話なんか、例え

ば空襲の話ですとかね、よく雑談で聞かせてくれたことがありました。その時に出てき

たのが真金町遊郭*の話です。「昔は横浜に立派な遊郭があってさぁ、子どもの頃、お酉

様*のときだけあそこ、自由に入ってよかったんだよねぇ」って。「きれいな女の人がい

っぱいいて、大きくなったらここに遊びに来られるんだって思ってたのに、年頃になっ

たら戦争が始まってしまって、本当に腹が立った」みたいな話をね、聞かせてもらいま

した。 

 遊郭なんていうとどうしても吉原*とか、洲崎*とか丸山*とかそういう有名なところが

思い浮かびますが、横浜と遊郭っていうのはちょっと結びつかなかったんですね。結び

つかなかったからこそこれはいいなぁと思ったのは、丁度その頃は 30 代の半ばぐらいで

して、まだ作家になってなかったんですけれども、ミステリーを書いて応募して作家に

なろうと一所懸命やってた頃だったんですね。応募作ってのは誰も書いてない題材を使

った方が絶対にいい。で、横浜の遊郭を舞台にして書こうと思いまして、調べはじめま

した。昭和６年、戦争が始まる前ですね、小林さんがお生まれになった年ですね。混

沌とした怪しい時代ではないかと思って、ここら辺に狙いを定めまして調べ始めたんで

す。当時私は緑区の中山に住んでおりました。うちの夫は六角橋の辺りで生まれ育った

らしいんですけど、疎開で中山へ移ってそのままずっといたんですね。で、当時、図書 

*有隣堂 
(地図②Ｃ-３) 
 
 
*稲垣さん 
稲垣薬品(地図
③Ｂ-２) 
 
 
 
 
 
*真金町遊郭 
1882(明治 15)年
創業。大火など
で転々とした港
崎遊郭の終息の
地。 
 
*お酉様 
南区にある金刀
比羅大鷲（おお
とり）神社の「酉
の市」を指す。
毎年11月の酉の
日に行われる祭
礼で、市内最大
規模とされる。 
 
*吉原遊郭 
江戸幕府によっ
て公認されてい
た遊郭。1617(元
和３年)に現在
の東京都日本橋
人形町に開設。 
1657(明暦３)年
の大火をきっか
け に 浅 草 に 移
転。当初、新吉
原と呼ばれてい
たが、次第に浅
草が吉原遊郭と
して定着した。 
 
*州崎 
現在の東京都江
東区東陽の旧町
名。 
 
*丸山 
丸山遊郭は、 
1642(寛永 19)年
に現在の長崎県
長崎市丸山町に
開設された。 
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*港崎遊郭（錦絵『神奈川横浜新湊港崎町遊廓花盛之図真景』(1860）より)(横

浜市中央図書館所蔵) 1859(安政６)年に開業。大小 100 軒近い遊女家が現

在の横浜公園（地図①Ｃ-２）に建ち並んだ。 

館へ行ったのか資料館へ行ったのか、

私はこの真ん中辺りに全然つてがな

かったので誰に聞いたらいいのかも

わからなかったんですけれど、探し

に行ったら、あまり資料が見つから

ないんです。で、ない資料の中から

いろいろ調べたのが、真金町遊郭と

いうのは前身があって、開港の頃、

1859(安政６)年が横浜開港ですけれ

ども、それとほとんど同時に大きな

遊郭ができたんですね。外国人もそ

れから日本人も、ばぁーっと男がい

っぱい入ってくる、遊郭が必要だと

いうので建設されました。港崎(みよざき)遊郭*という名前だったのですが、場所は今

の横浜公園です。信じられないですね、あそこに大きな遊郭があったなんて。 

 関東大震災とそれから、これから横浜大空襲*の話がでてきますが、その二つとも横

浜の中心部は壊滅状態になりました。その前に実はもう一回、壊滅状態になったこと

がありました。開港から７年経った、慶応２年、1866 年ですけれども、大火事*にな

りまして、せっかく作った外国人居留地、日本人町もほとんど焼けてしまったのです。

そのとき実は火元が遊郭の近くだったものですから遊郭も、丸焼けになりました。遊

郭ですから大きな門があって、簡単には出られないようになってる。たくさんの女の

人がそこで焼け死んだそうです。 

 その後、遊郭は転々としまして、最後に落ち着いたのが南区の真金町と永楽町でし

た。赤線廃止になった 1958(昭和 33)年まで存続したそうですから、行ったことがある

という方がいらっしゃるかも知れません。 

 小林さん、ありますか？あるんですね。(笑)(会場からも笑い声) 

○小林：私はあの、友人がですね、絶えずやはり行ってました。で、その後、お前は

手前のですね、時計の付いてるあのビルにですね、貯金したけど、俺は川の向こうに

貯金しちゃったからという話で、ですから私は手前の、あそこは郵便局ですよね、郵

便局に貯金をしてたと、こういう比喩ですね (笑)。行って遊んだことはないですね、

はい。 

○山崎：えー、ないんだそうですけれどもねぇ。(笑) あの、まぁ私、そこを舞台にし

て小説を書きまして、江戸川乱歩賞という賞をいただきました。『花園の迷宮』*とい

うタイトルだったんですけど、ようやくそれで作家になれました。本当に横浜の遊郭

のおかげなんですね。その本の中には「読者カード」っていう葉書が入っておりまし

て、読者に感想を書いていただくようになっています。その中に何と桂歌丸*さんの葉

書がありました。桂歌丸さんってあとで知ったんですけれど、おうちが真金町で遊郭

をやってらしたんですよね、ご実家が。おばあちゃんがやってらしたそうですね。な

かなかよく書けてますという感想でした。私も仰天して、出版社の人たちと、歌丸さ

んだ歌丸さんだと大騒ぎになったことがあります。まぁ、そのお礼を言ったのはずっ

とずっとあとになって、お目にかかってからでしたけれどもね。 

○司会：はい、面白い裏話でした。遊郭の話ってのは今のお話にあったように、表側 

*横浜大空襲 
(28 頁参照) 
 
*慶応２年の大
火事 
慶応大火と呼ば
れる 1866(慶応
２)年 11月 26日
に、横浜の関内
で 発 生 し た 火
災。横浜開港か
ら７年目の関内
を焼き尽したこ
とから別名「関
内大火」。豚肉屋
から出火したた
め「豚屋火事」
とも呼ばれた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
*『花園の迷宮』
(山崎洋子/著、 
講談社、1986 年
刊) 
 
*桂歌丸 
(1936～) 
横浜市真金町出
身の落語家。祖
母 が 経 営 す る
「富士楼」は「張
り見世」を持つ
大店であった。 
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の資料としてあまりないものでございますので、もう昔話でございます。何か遊郭につ

いて思い出話等、おありになる方、ちょっと聞きにくいなぁというところがあるんです

けれど、子どもの頃、何かきれいなお姉さんいっぱいいていいなぁというようなことで

も結構でございますので、遊郭の近所にお住まいの方ですとか何か、貴重な思い出話等、

ございませんでしょうか。あっ、ありがとうございます。 

○男性：ただいま、あの、山崎先生、おっしゃったとおりなんですが、何であの遊郭が

できたかというと、アメリカがね、開港場を横浜に作ったんですよね。そのときに開港

場に遊郭ができて、それが今度は港崎の横浜公園のところへ来て、それが焼けて、豚屋

火事って有名なねぇ、今おっしゃった豚屋火事が起きて、それで今度は長者町４丁目か

な、向こうの方に一時、移ったんですよ。そのときに根岸に競馬場*ができたんですよ。

そこの競馬場に行くのに、浄行(じょうぎょう)様っていう、清正公(せいしょうこう)堂*

っていうのを長者町に建ててあったもんですから、浄行様は体の悪いところを治すとい

うことで、遊郭の女の方もお参りに来て、非常に浄行菩薩ってのは盛んだったそうです。 

 それと併せて競馬場ができたために、一攫千金の夢を見る度に清正公にお参りをして、

根岸の競馬場に行ったと。その帰りに、儲かっても儲からなくても伊勢佐木町長者町に

それらのお金が落ちたということなんですよね。それからその後は向こうのね、お酉様

の方に移ったんですよ。そのときに桂歌丸のおばあさんの、やり手ばばあの三人に例え

られるそのおばあちゃんが(会場から多数の笑い声)、やくざが道を通るときは避けて(よ

けて)通ったというような有名なおばあさんだったそうです。そういう話があったんでご

ざいます。 

○司会：いやぁー、初めて聞いたお話が。面白いですね。伊勢佐木町にはいろいろな食

べもの屋さんができましたということで、牛鍋屋*さんの話をどなたか御存知でいらっし

ゃいます？遊郭と牛鍋の関係って、どなたか御存知でいらっしゃいます？あぁ、じゃあ

お願いいたします。 

○男性：あの、私はこれ、聞いた話ですけれど、伊勢佐木町に「じゃのめや*」さんてい

う牛鍋屋さんがあるんですが、戦前は遊郭から帰って朝飯を食べるのを朝、もう７時頃

から店が開いて(あいて)まして、朝帰りの人たちのお客さんが結構入って来て、それか

ら夕方までやって夜もあるっていうかね、24 時間ずっと商売をしているようなところが

あったそうですが、お酒の薦かぶり(こもかぶり)って四斗、四十升ですか、入る薦かぶ

りが一日に三樽ぐらい出ていったという話です。座敷は、追い込みっていいまして、座

卓がずっとありまして、ずーっと衝立があるだけで、部屋割りは何にもなくて、そこへ

みんなお客さんが入って来て、酒呑んだり牛鍋つっついたり、そういうことをしてたと

いう話を、あそこのお店の御当主の弟さんが戦前、ずっとその酒の面倒を見てたという

話を、直接うかがったことがございます。 

○司会：どうですか、牛鍋と聞いて黙っていられない方、いらっしゃるでしょう。 

○嶋田：えー、実は同じようなお話を荒井屋さんでうかがったことがあります。本当に

遊郭へ行く、或いは遊郭から帰る。これ、精をつけなくちゃならないんだそうですが、

えー、実は荒井屋*さんはこういう話もしてくださいました。「嶋田さんねえ、伊勢佐木

町の牛鍋の店、表通りに店を、いわゆる玄関口、持ってる？持ってないでしょ。あれは

やっぱりこっそり入るもんだから、ちょっと横向きに入口があるんだよ。うちもそうだ」

って。荒井屋さんは曙町に近いところですよねえ。それから太田なわのれん*さんもちょ 

 

 
*清正公堂 
(地図②Ｂ-３) 
1812(文化９)年、
常清寺の境内に
｢清正公堂｣が開
堂。戦災で常清寺
とともに焼失し
たが、長者町９丁
目の吉田新田を
完成させた吉田
勘兵衛住居跡に
移転された。 
 
*根岸競馬場 
日本初の洋式競
馬場。1867(慶応
３)年から競馬が
開催された。現在
は根岸森林公園
となり、今も一等
観覧席が残る。 
 
 
 
 
 
 
 
*牛鍋屋 
最初の牛鍋屋は
1862(明治元)年
関内の入船町の
「伊勢熊」と言わ
れている。当時の
牛鍋は牛のぶつ
切り肉を、多量の
味噌、醤油で煮込
み、ねぎを入れて
肉の臭みを消し
ていたとされる。
 
 
*じゃのめや 
(地図②Ｂ-４) 
 
*荒井屋 
(地図②Ｂ-４) 
 
*太田なわのれん
(地図②Ｂ-３) 
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っと脇へ入る。それからじゃのめやさんも本来的に表通りではなくて裏口と。これは

やはりね、さすがの男もね、ちょっと隠れてね(笑)、というお話をうかがいました。

真偽のほどはわかりませんが荒井屋さんの亡くなった荒井一雄さんからうかがったお

話です。 

○司会：ありがとうございました。伊勢佐木辺りのお話で何かもうひと言、言いたい

って方、いらっしゃいますか。一番後ろの方、どうぞ。 

○男性：あの、この中で比較的現代に近くで 21 世紀になってからのことなんですけど、

伊勢佐木町っていえばカレーミュージアム*がありましたね。今はパチンコ屋になって

まして、あのカレー屋、仕事に行ってるお昼休みによく行ったことをよく覚えていま

す。食べてもいいカレーがたくさんあって、とってもおいしかったので、仕事中にそ

こまで走って行き、走って帰ったことをよく覚えています。 

 

戦前の野毛 
○司会：はい、ありがとうございます。伊勢佐木の方から野毛の方へ移ってきまして、

戦前の野毛の様子。皆さん随分思い出がおありかと思いますけれども、戦前の野毛の

お話の中で、今回、エピソードいただいた中で村田家*さんから随分お話をいただいて

おりますけれども、村田家さんていうとやっぱり「ドジョウ(鰌)」。 (会場から声あ

り) おっ、失礼いたします。 

○村田家ご主人(会場より)：私はでもね、戦前は知りません。戦後生まれですから、

えーと、いわゆる団塊の世代ですね。で、うちは戦前、伊勢佐木町の２丁目にあった

んですよ。加藤回陽堂*さんの裏に白牡丹(はくぼたん)*、今でもありますけども化粧

品屋さんがありましてね、その真ん前の関内パーキング、あの場所が先代、先々代の

村田家の場所です。戦前はてんぷら屋さんでね、結構流行ったらしいですね。戦前の

てんぷら屋さんというと、あの天吉*さんとそれからまぁ、村田家というふうに言われ

るくらいに大分張り切ったんですけど、野毛に来てもう蚊の鳴くような声で今、やっ

てますよ、はい。 

○司会：ありがとうございます。いつも行かせていただいているのに失礼いたしまし

た。はい、どうぞ。 

○男性：野毛の話で私、ちょっと思い出したんですが、私の父がですね、戦前、昭和

６、７年から 12、３年まで野毛の税務署*に勤めておりまして、それでその当時です

ね、元首相の福田*さんと大平*さんが横浜の税務署長として若い頃に赴任なさってい

るんですよ。それで今でも中税務署の所長室のところに、福田さんと大平さんの写真

が飾ってあるそうですけども、私の父は将来の総理大臣二人に部下として仕えたんだ

なんて、自慢そうに話をしていることがありました。 

それで、今のにぎわい座のところが中税務署だったんですけども、そこの所長室へ

は何度か入ったことはあるんですが、赤絨毯を敷いてありまして、ビロードのカーテ 

ンがかかってありまして、ものすごく立派なんですよ。何であんなにあそこの税務署

は立派なんだろうなということを誰かに聞いたことがあるんですが、そうしましたら

戦前はですね、飛行場がメインじゃありませんから、海外旅行をなさる方は全部横浜

港から海外へ出かけて行きました。パリに行ったり、ヨーロッパなんてみんな横浜港

から行ったわけなんです。アメリカ航路もそうですけども。そのときに政府の高官が

ですね、洋行するときの、船に乗るまでの間の時間をですね、税関長の部屋か横浜の 

 
 
*カレーミュージアム
中区伊勢佐木町
にあったフード
テーマパーク。
2001(平成 13)年
１月にオープン
し、2007(平成19)
年３月に閉館し
た。 
 
 
 
 
 
*村田家 
(地図②Ｂ-２) 
 
*加藤回陽堂 
（地図②Ｂ-３）
 
*白牡丹 
（地図②Ｃ-３）
 
*天吉 
現在は中区港町
に立地。戦前、戦
中は伊勢佐木町
４丁目に店舗が
あった。 
 
*野毛の税務署 
旧中税務署を指
す。跡地に「横浜
にぎわい座」（地
図②Ｂ-２）が立
地。 
 
*福田赳夫  
(1905～1995） 
1976(昭和 51)年
第 67 代内閣総理
大臣に就任。 
 
*大平正芳 
(1910～1980) 
1978(昭和53)年、
第 68・69 代内閣
総理大臣に就任。
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中税務署の部屋かへ留まって、お茶をさしあげて、ちょっと時間を過ごすということがあっ

たんです。その高官がたくさん横浜の中税務署へ来るもんですから、そういう立派な応接室

があった、ということを聞いております。それからもう一つは、横浜中税務署、昭和３年に

確か建て上がったんだそうですけれども、それこそ大正 12 年に震災があったわけですから、

ものすごく頑丈な建物だったそうです。ですから、にぎわい座のために壊すとき、すごく大

変だったんじゃないかと私、想像してるんです。そのひとつの証拠として横浜税務署の中へ

入り、階段を上がりますと左側に公金取扱で税金なんかを納める場所があるんですけれども、

正面を入ったらずぅーっと背の高いカウンターがありまして、左側に入るためには、建物の

一番右側までぐるっと回って行かないと、入れないよう、そういう構造になってたらしいん

です。で、左側の公金取扱のところへ出入りするの、非常に不便なんで、そこのカウンター

を切る工事をやったときに、大理石のカウンターだったんですけど、それが切れなくて往生

したっていう話をちょっと聞いたことあります。 

 それともう一つだけ、ちょっとだけお話ししたいのは、先ほど山崎先生がおっしゃってた

山下公園の話なんですけども、私は戦災で田舎へ疎開してたんですけども、帰って来たとき

に家がなくて借地をして家を建てて、父が建てたんですがそのときに何かお医者さんの屋敷

だったらしいんですけど、基礎が全部レンガで積んであったんです。で、私らはそこで遊ん

だことを覚えているんですけども、そんな具合で横浜は大震災の前はレンガ造りの家がべら

ぼうに多かったらしいんですね。ですからあそこの山下公園の埋立というのはほとんどレン

ガが埋まってるんじゃないかと私は想像してます。 

○司会：はい、ありがとうございました。 

○大久保：あの、今のレンガの話で思い出したんですが、今はもう立派に建っております赤

レンガなんですが、震災で一号館の端っこが倒れて、今は二号館が現存して一号館は短い形

で残ってますが、日活の映画の撮影や何かで使われたあと、すごくいたずら書きがされて閉

鎖になった時期がありましたね。あのときに私は市の方と中を拝見したことがあるんですよ。

そしたら二号館の中に、菊の御紋章が金箔で書かれておりました。で、そのとき役所の方に

うかがったら、皇族の方が横浜港から出港なさるときのお荷物を保管する場所で、特別に菊

の御紋がある場所がそれに指定されていると、そういうような貴重な話をうかがいました。

今、赤レンガで思い出しましたのでちょっと、口を出してみました。 

○司会：初めて聞く話がいろいろあって大変面白いなと思っております。小林さん、お待た

せしました。それでは戦前の野毛のですね、賑わいですとか、まぁ、食べもの屋さんのお話

ですとか、小林さんの得意な野毛のお話をちょっと聞かせていただけますか。 

○小林：そうですね、私が生まれたのが昭和６年で、私は昭和 10 年以降の話はやはりちゃん

と覚えているわけでございまして、おそらくこの会場の皆さんの中にも鮮明に覚えていただ

ける方がおられるんだろうと、こう思います。私どもの生まれたところは先ほど叶家さんの

前って言ったんですけど、それから野毛大通りの方へ、野毛本通りの方へ上がっていきます

と、あそこに小高い坂があるんですね、村田家*さんの方へ上がっていくところね。コーベル

*さんというお菓子屋さんがあるんですけど、私どもが小さい頃、よくそこの坂で遊びました。

最近になって知ったんですけど、そこから砂浜になって海岸線だったそうです。私のところ

はもう海岸線だったんですね。で、コーベルさん、村田家さんのところは、砂の上の方です

から砂場だったんですよね。そういう具合に思って野毛を見てますと面白くて、税務署の方

から大岡川の方へずーっと、なだらかな坂になってるんですね。相当下がってると思うんで

す。そういうことを考えながら野毛を歩いていただくと昔のよすがが出てくるのかなと、こ 

 
*村田家 
*コーベル 
(地図②Ｂ-２)
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う思うわけでございます。 

 先ほど税務署の話がありました。私のうちが狭いもんですから、雨になるとですね、雨の日

は税務署行って遊んで来いと、こういうことでございまして(会場から笑い)、税務署の署員さ

んに一緒に廊下で紙飛行機を作っていただいて、遊ばせてもらったっていう記憶がございます

し、当時はおそらく、先ほどのお父さんたちも職員でおられたと思うんですね。で、大平さん、

福田さんも、おそらくその当時おられたのかなと思うわけでございますが、今になってバチが

当たって税務署に追っかけられてると、こういうことでございます。 

そういう話は別として、野毛は本当に静かな街でございました。今みたいに飲食店が街の隅々

にあるという街ではなかったんですね。ところどころに、弁護士さんもおられましたし、また、

ビリヤードはありました。それから、先ほどハワイへの航路ということで横浜で二泊三泊して

ですね、船に乗るということもございましたし、帰って来た人も横浜で寝泊まりをして、汽車

でご自分のおうちへ帰ると、こういうことでございまして、かなり旅館が多かったですね。で、

その旅館についてはだいたい名称がですね、各県の名称が付いたんですね。熊本旅館ですとか、

越後屋とかですね、ですからおそらくそこの国の方がそこで泊まって居住をするか、もしくは

帰って来た方がやはり自分の出生地の旅館に泊まってですね、帰ると、こういうことだったと

思います。 

 私は花咲町一丁目(地図④参照)ですけど、一丁目にも２軒、旅館がございました。ビリヤー

ドも２軒ございました。そういう静かな街ではあったんですけれども、今の野毛大通り、それ

から野毛本通り、そこには商店が並んでおりまして、私の同じ隣組には広瀬さんというお菓子

屋さんもあり、大変大福がおいしいお店でございましたし、野口という自転車屋さんがありま

すけれども、その自転車屋さんもありましたし、それからコーヒーショップもあったりですね、

煙草屋さんもあったし、質屋さんもその通りにありました。大通りに面しては商店の方も多か

ったんですけれども、私の友達のおうちなど、しもた屋(仕舞屋)さんも、あの大通りにもあり

ました。しもた屋というこの言葉は皆さん、御存知なんでしょうか。私の聞いたところですよ、

間違ってたら御訂正いただきたいんですけど、仕事をもう辞めたと、えぇ、もうしもうたとい

う、しまった(仕舞った)ということなんですね。まぁ、そういうことですから一般のおうちに

なって、住宅になってるんですね。それでよろしいでしょうか。(会場から声あり)あっ、そう

ですかそうですか。いろいろ御意見、あとでちょっとお聞きしたいと思います。 

 野毛本通り(地図③参照)には今ではどうでしょうか、あの、永持(ながもち)薬局さんていう

のがついこの間までありましたけれども、ちょっとお店が変わりました。それから大塚陶器店

さんていうのも、もうなくなりましたけれど、それと板垣さんという、かつぶしとかそういう

ものをお売りになってるお店もなくなりました。で、三河屋さん、これは酒屋さんなんですけ

れども、もうやはりかたちが変わりましたですね、建物が変わりました。稲垣薬局さんは今も

営業中でございます。それから會星楼(かいせいろう)さんもやっております。あの、金久保さ

んも果物屋さんの御商売をされております。 

ただ、当時、横浜銀行の前身、横浜興信銀行の野毛支店というのがございまして、これは野 

毛が栄えてた証(あかし)かなと思うんですけども、銀行の人に聞きましたらば、第一号の支店

が野毛支店だったそうです。いかに野毛がですね、それだけ繁盛してた街なのかなと、そんな

ことが思い出せるわけでございます。これらの昔のお店もですね、空襲と同時に全て灰燼に帰

したわけでございまして、ただひとつだけ花咲町一丁目、今はマンションになりましたね、そ

こに耶蘇教*があったんですね。このことは御存知、御記憶の方がお出ででしょうか。（会場か

ら声あり) そうですね、はい。教会がありまして、私どもは貧乏人の家族で、子どもでしたの 

 
*耶蘇教 
キ リ ス ト 教
のこと。 
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で、クリスマスになりますとその１か月前から実は教会に行くんですね。それでクリス

マスのミサに行きますと帰りにクリスマスのいろんなお土産をいただける。そのお土産

をいただくとまた１年間、ミサには行かないということで、そんなことを実はこの教会

にはですね、大変バチ当たりな行為をしたんですけれど、そんなことを覚えております。

まぁ、昔のことですので記憶は定かでございませんけれども、そういう本当に静かな庶

民的な街であったということを皆さんは御理解ください。 

○司会：はい、じゃあ先ほどの話をちょっとうかがわせていただきます。 

○男性：私が仕舞屋ということをどういうふうに解釈していたかといいますとですね、

実は私の親父はですね、宇都宮商業を出て横浜へ出てきて、野毛にありました杉山商店

って砂糖問屋ですね。ここへ来て、商業学校を出ていたもんで若くして番頭さんをとっ

たんですね。そのときにその杉山の社長が、この男に自分の郷里の方から嫁さんを世話

すると。で、杉山さんの郷里は平塚でして、うちのおふくろがやっぱり平塚なので、そ

の紹介で来るときに、うちのおふくろのところがその馬入橋(ばにゅうばし)*のすぐ際で

ですね、馬方を相手の質屋だとか、もうとにかく棺箱以外は何でも置いていたっていう

お店だったそうなんです。で、学校に行くときには必ず何かしなくちゃ行っちゃいけな

いっていうことになっていたので、そのときからもう、お嫁行くんだったら仕舞屋がい

いって。その仕舞屋って、サラリーマンの奥さんっていう、そういうかたちじゃなかっ

たのかなっと思うんですよ。それで、横浜へ出てきたってことを、おふくろからよく聞

いてましたので、あぁ、仕舞屋ってのはそういうもんなのかと思っておりました。つい

でによろしいでしょうか。 

○司会：はい、どうぞ。 

○男性：双六(19 頁参照)にあります上の左から三行目の岡野乾物店。うちの親父は、そ

の杉山商店に勤めながら店をまず、そこへ開いたんです。そこは元、友野っていうお米

屋さんがあったとこでして、娘さん二人で、跡(あと)をやる人がいないからっていうん

で、誰か借りる人、いないかなってことを、うちの親父の下でいた小僧さんが、うちの

親父にもってきたわけです。で、仕舞屋へ行きたい行きたいって言っていたうちのおふ

くろがもう、お嫁に来て三月と経たないうちにもう商売をやりたくてしょうがなくなっ

ていた。丁度その話があってそこを借りて昭和元年に店を開いた。そこで私は昭和４年

に生まれたわけですけれども、それでひとつ、ちょっと話は飛んじゃうんですけれども、

その私の親父が借りた店の持主は友野きぬさんとおっしゃる方です。で、その方からお

借りして昭和９年に売っていただいているんですが、その友野さんの娘で友野はなって

いうのがおるんですが、その方がのち、横浜の映画女優第一号になった紅澤葉子*なんで

すね。 

 その友野きぬさんていう、そのお母さんからうちの親父がその建物を売っていただい

たときの売買契約書もございます。私は 10 年ほど前に商売、辞めました。私は協議会に

入っていたんですが、そのときに『元町 140 年史』*ってのが出ましてその中を見ていっ

たところが、その紅澤葉子ってのが映画女優ってことがそのとき初めてわかったんです。

その前は私、伊勢佐木町の、みのや*さんという羊羹屋さんに品物を納めていたので、そ

この親父さんから「岡野、お前んところが出ているぞ」って一冊の本をもらったんです

よね。 

それがこの｢いせざき｣っていう雑誌なんですが最初のページに紅澤葉子の手記が載っ

ておりまして、ちょっと読んでみますと、「私が生まれたのは 72 年前、そう、中郵便局* 

*馬入橋 
現在の相模川の
茅ヶ崎市と平塚
市の境にかかる
橋。馬入川は相模
川下流の呼び名
で、頼朝が馬もろ
とも川に飛びこ
んだという伝承
から。 
 
 
 
 
 
 
*紅澤葉子 
(1901～1985) 
横浜市出身の女
優。本名友野は
な。主な主演作品
に『人生劇場』『父
帰る』など。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
*『ペリー来航
横浜元町一四〇
年史』(元町の歴
史編纂委員会/編
著、元町自治運営
会、2002(平成14)
年刊) 
 
*みのや 
(地図②Ｃ-３) 
 
*中郵便局 
(地図②Ｂ-４) 
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の前から伊勢佐木町へ通る道の岡野食料品店のとこで生まれました。」ていうことから

始まりまして、「今の中郵便局のとこには横浜座っていう芝居小屋があった」とか、そ

れから「市電はもっと川ぶちを通っていった。今の大通り公園の脇を通ったのが、今

の通りを通ることになったので、区画整理になって自分のうち(家)の地所が減っちゃ

った」とか、ほかにもいろいろ書いてありますけれど、そういうことがわかったと、

そういうことです。 

○司会：はい、どうもありがとうございました。さすがの皆様も御存知ないお話がた

くさん出てきて、驚くばかりですね。 

○嶋田：ひと言、いいですか。 

○司会：はい、どうぞ。 

○嶋田：紅澤葉子さんのお名前が出たんで、本当にびっくりしたんですが、私、県立

平沼高校なんですが、昔の第一高女。紅澤さんも第一高女の御出身なんですね。それ

で、五大路子*さんが、『横濱行進曲』*、これが紅澤さんが出てくるんで五大さんから

呼び出しをかけられて、「嶋田さん、あなた、後輩なんだから、紅澤葉子はいかなる人

か、よく調べなさい。」そんな古い話、わからないのですが、実は偶然なことに私の母、

それから叔母が当時の第一高女で同級生ということで、いくばくかの資料を差し上げ

た覚えがございます。是非五大さんのお芝居を観るときには紅澤葉子さんの今日のお

話をね、皆さん思い出していただければと思います。どうもありがとうございます。 

 

横浜大空襲 
○司会：４時までの予定で３時半になりましたのに、まだ戦前の話をしております。

すいません、もう間もなく横浜大空襲*の話で、辛いお話に入りたいと思います。 

 それでは戦争ということで、エピソードをいくつかいただいておりますので、少し

読まさせていただきます。 

○(エピソード朗読)：「空襲の数日後、疎開先の小田原より横浜に入った。川の水が流

れなくなるくらい死体が散乱していた。焼夷弾から逃れるため、川に飛び込んだが、

絶壁の河岸を上れなかったのではないか。ぽつぽつとビルが焼け残っていたが、辺り

一面が建物がなく、長者町に立つと港まで見通すことができた。 

 「伊勢佐木町の角のあたりに下士官用の慰安施設があり、その周りに娼婦が集まっ

て来ていた。米兵たちがわらじのような大きさの肉を食べていた。その食べ残しや缶

ビールの飲み残しを拾い、川沿いで食べている人がいた。」 

○司会：少し戦後までのエピソードを御紹介申し上げました。戦争のあの悲惨な状況

についてのエピソードは、実はこの 39 番のエピソードしか寄せられておりません。私

ども、戦争の思い出を随分皆さん寄せていらっしゃるんじゃないかなと思ったんです

けども、この一つだけでございました。 

 ほかのところへ振ったのもあるので申しわけないんですけれど、もしお嫌でなけれ

ば当時のお話、戦中、特に５月 29 日前後のお話をしていただける方、よろしければお

願いできませんでしょうか。 

 三人手が挙がりましたので、順番にお話をいただきますので、そちらから順番に。

○男性：あの、戦争の話っていうと横浜の場合には５月 29 日と、その前に４月にも空

襲があったんですね、天王町の方に。で、その前にですね、これ、私、本当に覚えて

いるんで、あとから調べたんですけれど、ミッドウェー海戦*が６月に、17 年にある 

 
 
 
 
*五大路子 
(1952～） 
横浜市出身の女
優。横浜夢座の座
長。 
 
*『横濱行進曲』 
横浜夢座（女優・
五大路子を中心
に横浜の市民に
よる横浜夢座実
行委員会が上演
する演劇のこと）
の舞台劇。ハマっ
こ女優第一号・紅
澤葉子の青春放
浪記。 
 
 
 
 
 
 
 
*横浜大空襲 
1945 年５月 29 日
の昼間に米軍に
よって横浜市中
心地域に対して
行われた空襲で
ある。死者 3650
人、負傷者１万２
千人、焼失家屋８
万５千戸。 
 
 
*ミッドウェー海
戦 
第二次世界大戦
中の 1942( 昭和
17)年６月５日か
ら７日にかけて
ミッドウェー島
(北大西洋ハワイ
諸島)をめぐって
行われた海戦。 
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わけですけれど、その４月の 18 日にですね、アメリカのドーリットル*っていう中佐が

ですね、ホーネットだったかな、Ｂ-24*ですね、日本を縦断して、あの、攻撃したんで

すね。で、私も記録を見てましたら横浜のことはあんまり出てなかったんですけれど、

横浜大空襲の記録を見ましたら、南区でも亡くなっている方がいるんですね。 

 で、そのときのことを思い出して、私はまだ当時、私は昭和 13 年生まれですから、

えー、17 年の４月 18 日っていうと、まぁ、あんまり大きくなかったんですけど、当時あ

の、警防団っていうんですか消防団っていうんですか、ありまして。町内会でそういう

役割の人がいたわけですね。私も今もね、本当によく覚えているんですけど、大きな飛

行機が飛んでいくんですね。で、そしたらそこの団長さんが、皆に、大丈夫だ大丈夫だ、

これは仮想敵機だなんてね、みんな空襲の練習してるんだから大丈夫だ、静まれ静まれ

って言ってる人がいたっていうのはね、よく覚えていまして、また、あの頃はまぁ、無

知っていえば無知だったんですけど、竹やりで突き落とせばいいんだなんて騒いでいる

人もいたんでね、まぁ、のん気だっていえばのん気だったんですけど、あとからあれは

いつあったのかなぁという、本当に小さな記憶だったんですけど、調べてみましたら４

月の 18 日であって、そのあとミッドウェー海戦があって、日本はそこから負け戦(いく

さ)になっていくわけですけど、またそれから空襲も増えていく、そういう日だったんだ

なって覚えていると共に、日本の防空体制っていうのは極めて牧歌的なことをやったん

だなってことを思い出します。 

 それから横浜が空襲にあったことは皆さんの方がよく知ってると思いますが、私はそ

の始めのことを、ちょっと思い出したので、まぁ、覚えてる方、多分、何人もいらっし

ゃると思いますけど。 

○司会：はい、ありがとうございます。すいません、じゃあその後ろの方、よろしいで

しょうか、はい。 

○男性：あの、さっき、５月 29 日とお話がございましたが、私は戦争中、勤労動員に行

ったりなんかしましたが、その前に３月 10 日に東京に大空襲があったりして、横浜も確

かあれは中村町だったかな、吉田町の辺りが１回、爆撃で焼けてるんですよね。幾日だ

か忘れましたけれどね。で、野毛山だとか本牧だとかなんかに高射砲の陣地ができて、

さっきのお話じゃないけどね。本当に空襲があると、みんな弾が当たらないというよう

なのを散見してます。 

 一度あの、撃墜した飛行機がパラシュートで元町の今のプラザの前の交番のところに

降りてきたんですよ、米兵がですね、飛行機から落下傘で。みんなで寄ってたかって殺

しちゃおうなんてやってたのを記憶してます。野毛に、さっきお話、出ませんでしたけ

ども野毛に憲兵隊がございましたよね。そこからすぐ駆けつけてきて、触るなというふ

うに止められた記憶がございます。 

 話が今度は５月 29 日にいきますけれども、５月 29 日には私は小林さんと同じ学校だ

ったんで六角橋にいたんですが、その学校で焼けましてですね、元町まで帰ってきたわ

けですけれども、もう、そこの辺の状況は皆さん、御存知のとおりでですね。元町でも

白系ロシア人の方がお一人、御不幸になられて。言葉が通じなくて防空壕へ入りっぱな

しで蒸し焼きになっちゃったという悲惨な光景を見ました。もう元町が丸焼けでしたか

ら、結論から言うと全部焼けました。ただ、丁度クリフサイド*から山の根っこまでが、

山手の方が、不思議に焼けなかったんですね。そこのおうちへ皆さん、今のお代官さん

の上の方が全部焼けなかったんで、そういううちに避難したり、或いは一時はバンドホ 

 
*ドーリットル空
襲（またはドゥリ
ットル空襲） 
1942(昭和 17)年
４月 18 日に、ア
メリカ軍が、航空
母艦ホーネット
に搭載した爆撃
機 16 機によって
行った日本本土
に対する初の空
襲。焼失家屋 61
棟、死者 39 人、
重軽傷者307人だ
った。名称の由来
は空襲の指揮官
ジミー・ドーリッ
トルから。 
 
*Ｂ-24 
発言ではＢ-24 と
あるが、正しく
は、Ｂ-25 爆撃機。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
*クリフサイド 
(地図①Ｄ-２) 
「山手舞踏場」と
して 1946( 昭和
21)年、戦後の焼
け跡に開店した
ダンスホール。 
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*バンドホテル(地図①Ｄ-２) (絵葉書『(大横浜名所)山手ヨリ港内遠

望』より)(1923-1940)(横浜市中央図書館所蔵)左手手前にバンドホテ

ルが見える。1929(昭和４)年開業。かつてはすぐ目の前に海と横浜港

の景観が見渡せた絶好の立地で、港町のホテルという雰囲気に定評が

あった。1999(平成７)年 70 年の歴史に幕を閉じた。

テル*、新山下の今のドンキホーテのとこ

ろにホテルがあったんですが、そのバンド

ホテルのロビーにみんな泊まって、それか

ら各おうちへ避難したということです。 

 ついでながら言いますとその後、すぐマ

ッカーサー*が来たんですが、これは皆さ

ん知らないと思いますが、写真は残ってい

ますが、厚木飛行場から隊列組んで来たと

きに、えー、私は自転車で、桜木町の今の

大江橋のたもとまで迎えに行ったんです

ね。野次馬で行ったんですが誰もいなかっ

たんですよ。で、ニューグランドの中まで

くっついて歩いて来て、まさにお出迎えし

たと。えー、これは私だけじゃないかなと

思っているところでございます。以上です。 

○司会：はい、ありがとうございました。お待たせしました。 

○男性：何度も何度も出しゃばりで申し訳ございません。私、先ほど申し上げたよう

に昭和４年に曙町ってとこで生まれまして、現在 82 歳なんですが、この 82 年間どこ

も動いていないんです。焼けてからもバラックを建ててずっと留まっていました。う

ちの親父は空襲で亡くなりました。で、現在私は横浜戦災遺族会の副会長をいたして

おります。地下鉄の阪東橋のすぐそばに、大通り公園*の中に平和記念碑ってのがあり

ます。だんだんその遺族って方が亡くなってきておりまして、実際に自分のおじいさ

んが亡くなっている方でも、もう遺族っていう感覚、薄れちゃってるんですね。今年

見えた方 30 数人しかございませんでした。 

あのそばに一番近い小学校で、南吉田小学校*ってのがあるんです。で、そこのＰＴ

Ａの方からちょっと何か空襲の話をしてもらえないかといわれて一昨年、朝礼のとき

に 15 分間、時間をいただいてお話をしたんです。その帰りに４年生の子があの平和記

念碑まで一緒に来てくれまして、私に質問してきたんですが、「おじさん、さっき食べ

るのがなくて困ったっていったけど、そんときコンビニ、なかったの」って言われま

した。まぁ、今の子どもの感覚からいくと食べものがないということは信じられない

し、金さえあればどこでも買えますので、その買うためのコンビニがなかったからと

か、そう言われまして、それで今度の大震災を見て、そういうことを質問した生徒も

少しはわかったかなとは思うんですがね。そういうわけであそこの平和記念碑を今、

遺族会っていってもあそこへ掃除に来るのは３人しかいないんですよ、私を含めて。

３人で掃除して、これで何年やっていけるかなっていう。遺族会っていうのは、亡く

なった方の家族が、遺族というかたちでもってあそこに皆さんで集まって、お金を出

し合って慰霊碑を立てたんですが、そういう方ですからもう二代目、或いは三代目に

なっちゃってるんですね。で、だんだん感覚が薄れてきてまして、何かあっても連絡

しても、とにかく行かれないっていうふうに、そういう今、状態でいるので、いつの

間にかあそこも忘れられちゃうんじゃないのかなぁ。それでいいのかなぁ。そういう

気持ちでいっぱいです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
*マッカーサー 
(1880～1963) 
アメリカ陸軍の
将軍（元帥）で、
ＧＨＱ最高司令
官。 
 
 
*大通り公園 
(地図②Ｃ-３) 
 
*南吉田小学校 
(地図①Ｂ-２) 
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横浜市街地の接収（『横浜の接収と財政』（横浜市財政局 1953 年刊）より）白線で囲まれた部分は接収された地域。①関内一円 ②瑞

穂岸壁 ③大桟橋 ④福富町一円 ⑤若葉町 ⑥伊勢佐木町 1･2 丁目、羽衣町 1･2 丁目 ⑦蓬莱町、羽衣町 1・2丁目 ⑧万代町、不

老町、翁町、扇町 ⑨富士見町、山田町、千歳町 ⑩弥生町の一部と曙町の一部 ⑪横浜公園 

 
横浜の接収 
○司会：それで終戦を迎えまして横浜は、御存知のように大部分接収される中で、庶民

が力強く生きていくんですが、そこの辺りについて、露天商の話ですとか、野毛に来る

と何でもあって、どうも終戦直後の野毛のたくましさみたいなものについてのエピソー

ドを皆さんからたくさんいただいております。 

 先ほど読みましたエピソード 40 番(資料集 73 頁参照)のところに、下士官用の慰安施

設があり、娼婦が集まって来たというお話が出てございます。ちょっとその辺りの、そ

の辺りのって言っていつも山崎さんに振るのもおかしな話なんですけど、女性の生き方

をお話いただけますか。 

○山崎：はい、終戦後、接収された横浜に身を売る女の人がたくさん立ってた様子なん

かは、私は勿論見てないんですけど、ご覧になってた方はいらっしゃるんじゃないかと

思います。私はデビュー作が遊郭を舞台にしたものだからというわけではないんですけ

れども、社会の中で、底辺に生き、それなりに国を一生懸命支えたのに、なかったもの

の如く歴史からは消されていくような、そういう名もない女性に、同じ女として思いを

寄せずにいられません。そういう女性を主人公にした小説を書いてきましたが、小説で

はなくてノンフィクションで一冊、『天使はブルースを歌う』*というのを書いておりま

す。 

 これはたまたま昔、ゴールデンカップス*という横浜出身のね、有名なグループサウン 

*『天使はブルー
スを歌う』 
(山崎洋子/著、毎
日新聞社、1999 年
刊、在庫品切れ) 
 
*ゴールデンカッ
プス 
神奈川県横浜市
でデイヴ平尾を
中心に結成され
たグループ・サウ
ンズ。1967(昭和
42)年「いとしの
イザベル」でレコ
ー ド デ ビ ュ ー
1972(昭和 47)年
に解散。 
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ズがおりましたけれども、そのメンバーたちがほぼ私と同い歳(おないどし)なんです。

で、その人たちのその後を取材して、ノンフィクションにしようという企画をいただ

きました。その取材をしている過程で、ふととんでもない話が出てきました。終戦直

後の頃、ゴールデンカップスのメンバーや私はその頃の生まれですけれど、その同じ

頃に、夜な夜な(よなよな)、あの山手の外国人墓地に新聞紙や毛布にくるまれた、赤

ん坊の遺体が置いていかれたというんですね。その赤ん坊はもう見れば一目瞭然でハ

ーフなわけです。これは、占領軍の兵士たちと、それから日本人の、身を売って働か

ざるを得なかった女の人たちの間にできた子なのではないかと、外国人墓地の当時の

管理人さんは思われたようです。今だと赤ちゃんの死体が置いてあったりしたらもう

大騒ぎですけれども、戦後の混乱期ですから、管理人さんはひっそりと埋葬してあげ

た。 

 でも山手の外国人墓地っていうのは由緒ある外国人ばかりが埋葬されてますので、

ほんとは素性の知れない赤ちゃんを埋めたりできない。だけどどんどんそうした遺体

の数が増えてったそうです。他に場所がないかと探したら、山手の駅のすぐ近く、根

岸にもうひとつ大きな、割と忘れられた外国人墓地があったんです。そこなら空いて

るからっていうんで、どんどんどんどん赤ちゃんを埋めていった。びっくりしました

よね、私と同じぐらいの年に生まれて、そんなふうに闇に葬られた子どもがいたのか

しらと思って調べてみると、どうもこれが事実らしくて、山手外国人墓地には以前、

小さな木の十字架がたくさん並んでたそうです。それが整備されて、消えたんです。

私が取材を始めた頃も市役所の人に尋ねると、「あったかも知れないけど、なかったと

いうことになってます」みたいなね、あいまいなお返事でしたけれども、それはあっ

たと考えて不思議ではないと思います。 

 エリザベスサンダースホーム*とかね、ありましたよね。そういうところに収容され

たり、それから誰かに引き取られたり、それからお父さんとお母さんが結婚して幸せ

に育った子もおりますけれども、随分とたくさんの子どもたちが栄養失調、その他で

犠牲になりました。生きのびた子どもたちも、ハーフであるがゆえに差別をされたよ

うです。ところが私が二十歳(はたち)ぐらいになったときには、世の中で一大ハーフ

ブームというのが起きまして、前田美波里*さん、資生堂のコマーシャルに出ましたけ

ど、前田美波里さんを筆頭に、歌手だのモデルさんだのハーフの人がいっぱい現れた

んですね。日本人の価値観が変わったんですね。何かこう、欧米文化に対するあこが

れです。ゴールデンカップスの人気も無関係ではありません。このあたりのことを詳

しく書いていますので、機会があれば『天使はブルースを歌う』という本を読んでい

ただけたらなぁと思います。 

街に立ってた女の人たちは亡くなったり、それから別の職業になったりして消えて

いきましたが、ただ一人消えないでずっーと残ってたのがメリーさん*ですね。どんど

んどんどん白塗りになって。そのメリーさんも今は横浜から消えてしまいましたけれ

ども、私はメリーさんを見るたびに、戦争があったということ、一番辛いところに立 

たされたあげく歴史から消されていった女性たち、そして闇に葬られた子どもたちが

いることを、忘れてはいけないんだよって言われているような気がしたものです。 

○司会:ありがとうございました。ちょっと場所を移して、本牧辺りのお話を少しうか

がいたいと思ってます。先ほどあの、マッカーサーを出迎えに行ったという貴重なお

話を聞いたんですけど、マッカーサーが来たあとの本牧の様子について少しエピソー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
*エリザベスサン
ダースホーム 
1947(昭和 22)

年、神奈川県大磯
町に創立され、
小･中学校を備え
た児童養護施設。
外国の兵士と、日
本女性との間に
生まれた児童を
引き取り養育し
た。また養父母を
募集し、養子縁組
も行った。 
創立から６年

となる 1953(昭和
28)年には、児童
数が350名となっ
たとされる。三菱
財閥を興した岩
崎弥太郎の孫娘、
沢田美喜が園長
を務めた。 
 
*前田美波里 
(1948～) 
ミュージカル女
優。アメリカ兵の
父と日本人の母
の間に生まれる。
1966(昭和 41)年
資生堂のポスタ
ーモデルとして
一躍脚光を浴び
る。その後、ミュ
ージカル『コーラ
スライン』等に出
演。 
 
*メリーさん 
白塗りの化粧と、
白いドレス姿で
横浜市内の街角
に現れた実在の
女性。ドキュメン
タリー映画『ヨコ
ハ マ メ リ ー 』
(2006 年公開)は
この女性を追っ
たもの。 
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*駐留軍のかまぼこ兵舎 

（『横浜の接収と財政』（横浜市財政局 1953 年刊）より）

ド、いただいておりますので御紹介いたします。 

○(エピソード朗読)：「マッカーサーが来ると、まずあっという間に飛行場*を作り、飛

行場ができたと思ったらかまぼこ兵舎*が作られた。接収された土地との境には金網が張

られ、金網越しに米兵の生活が見えていた。子どもたちが金網の周りに集まって「ギブ 

ミー チョコレート」と言っていた。」 

 「家の蔵がアメリカ兵に接収された。蔵の扉を壊して、中にしまってあったカメラや

兜、槍などを略奪していくのを、金網越しに見ていた。交番に訴えてもどうにもならず、

とてもショッキングな出来事だった。」 

 「終戦後、まだ米軍が進駐軍といわれていた頃の

ことです。父が東電に勤めていた関係で、米軍接収

地の本牧に変電所を作るときの話です。米軍の命令

で一定の期日までに変電所を作らなければならない

ので大変だったと思います。私の家は空襲に焼けな

かったので割合に広い離れが空いていました。そこ

に作業をする人が７、８人泊まりこんで仕事をした

のです。まだ食堂だのないときでしたから、食事を

作る母は大変でした。私は昼間は学校に通って(かよ

って)おりましたので工事についてはよくわかりませ

んが、朝晩は大所帯でした。街の中に高圧線を引くの

に人の住んでいないところを通さないといけないので、場所の選定が大変だということ

でした。期日が迫るとコンクリートの基礎がまだよく固まらないうちに変圧器を乗せた

りした。難しい工事だったと聞いております。そのようにして変電所ができて、本牧に

は夜間照明のある米軍野球場などが始まったのでした。」 

○司会:片方では食べるものがないといいながら、片方では、野球場を作るという、この

大きな違いが同じ横浜の地で巻き起こっていたわけです。本牧といいますと、私が 30数

年前に横浜に来たときに、本牧のあの米軍接収地の横の通りを通ったときに、あぁー、

横浜に来たなぁーっていう、非常に能天気で申しわけないんですが、そういうアメリカ

のにおいを感じたものでした。 

 今まで野毛、伊勢佐木町中心でございましたが、本牧の思い出について、特に接収に

ついて何か思い出を語っていただける方、いらっしゃいませんでしょうか。じゃあ大久

保さん、お願いします。 

○大久保：えー、私は昭和 19 年に本牧に疎開してまいりました。で、すぐ大空襲があり

まして、焼野原になったわけなんですが、一番記憶に残っているのは終戦後、すぐに上

陸用舟艇(じょうりくようしゅうてい)*というのが本牧の海岸から上がってきたことな 

んです。船自動車(ふねじどうしゃ)とも言ってましたけど、船に車が付いて、それがガラ

ガラガラガラ陸へ上がってくるんですね。その辺あたりで向こうの国と日本の国力の差

を子どもながらに実感いたしました。それからすぐに小港、本牧原、あの周辺が接収と

いうことになったらしいんです。で、その辺りに住んでいた人たち及び焼け出された人

たちはすぐ立ち退かないと、ブルドーザーで家を壊されてしまうという立場になりまし

た。で、身を挺してここをどかないという人は、じゃあ、お前の体ごとブルドーザーで

片付けちゃうよって、そういうような米軍の言葉もあったそうです。実際に私の英語の

先生はブルドーザーに轢き殺された人のおばあちゃんの幽霊を見たって、そんなことを 

 
*飛行場 
(地図②Ｂ-３、４) 
1945(昭和 20)年
に小型飛行機専
用の飛行場が作
られ、人々を驚か
せた。広さは 1万
坪以上に及んだ。
現在は市街地。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
*上陸用舟艇 
両用戦艦艇のか
つての俗称。特に
波打ち際に乗り
上げて直接上陸
させるための軍
用艦艇。 
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子ども心に聞いたことがありました。 

 ですが、立派に出来上がってみますと海岸の、本牧の海の方面はエリアⅠという名前が付き

まして、米軍の位の下の兵隊さんの家族のハウスになって、私も遊びに行ったことがありまし

た。山側の方はエリアⅡという名前で、少し位の高い米軍の方の家族のおうちになりました。 

 で、本牧の商店の人たちは花屋さん、八百屋さん、魚屋さん、みんなすぐに英語を覚えて、

簡単なブロウクンイングリッシュで会話をして、非常に商売繁盛していた記憶がございます。

嶋田さんも同じような記憶がおありと思いますが。 

○嶋田：今の山手のトンネルを越えると、そこはアメリカナイズされた街でした。まずは広告

がですね、横文字に変わる。かつて山手のトンネルを越えると潮風の吹く本牧というイメージ

があったようですが、戦後はそこにアメリカの風が吹いていたという感じですね。 

で、そういう中であそこを通ると周りにね、鉄条網というか、フェンスに囲まれて、外国の

方の生活があったわけですが、私は昭和 22 年、小学校に入ります。で、その頃の思い出をひと

つ。本牧の、フェンスの向こうでですね、22 年に小学校に入った頃、学校は二部授業です。午

前の部、午後の部がある。そして非常に寒い冬はスカートの下にもんぺをはいて行く。家の暖

房はこたつ、あるいは何でしょう、火鉢。そういう時代にフェンスの向こうではエリア全体が

暖房されてるんです。で、半袖の、それこそ薄いワンピースの上に毛皮をぱっとはおって、ア

メ車がカァーッと出てく。本当にその当時の日本の生活とアメリカの生活の違いを目の当たり

にしたのを覚えています。 

○司会:はい、ありがとうございました。今、３時 55 分でございまして、３時 55 分なんですが

まだ昭和 20 年代でございまして、なかなかどうも今日中には終わりそうもないという雰囲気に

なってまいりまして、うーん、どうしましょう。(会場から声あり) はい、そうですね。あの、

もし皆様がまた来ていただけるという、お約束をいただけるのであればまた、またの機会を設

けさせていただきまして、この続きを是非、お話をうかがいたいと思いますが、よろしいです

か。(会場から拍手多数) 

○司会:ありがとうございます。私だけここにいるという状態じゃ困るので是非、皆さんまたど

うぞお越しになってくださいね。よろしくお願いいたします。何だかパネラーの皆様も中途半

端な終わり方で、申し訳ございません。是非またこの機会、設けますので皆様も図書館からの

お知らせを見落としのないようにご注意いただきまして是非またお集まりいただき、またこの

続きを、お話をしたいなと思います。今日はどうもありがとうございました。何か中途半端な

終わり方で申し訳ございません。ありがとうございました。(会場から拍手多数) 
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